
行政の取り組み（これまでの取り組み）

R3 R4 R5 

テニスコート 北国博物館 風連国保診療所 

学校給食センター 名寄小学校 ふうれん健康センター 

福祉センター 名寄西小学校 名寄東中学校 

名寄東小学校 スポーツセンター 中名寄小学校 

風連中学校 風連庁舎 ふうれん地域交流センター 

風連スキー場 保健センター サンシャインホール 

名寄庁舎 文化センター 健康の森管理棟 

大学１号館、２号館 しらかばハイツ 天文台 

リサイクルセンター 智恵文多目的研修センター 道の駅「もち米の里なよろ」 

清峰園 
風連B&G海洋ｾﾝﾀｰ・ 
風連農村環境改善ｾﾝﾀｰ 

なよろ温泉サンピラー 

 フォレスト 
(ピヤシリ体育館） 

大学３号館・３号館体育館・多目的
ホール 

 

上川北部人材センター  合計33施設

　公共施設のLED化（R3～R5）
　公共施設のうち効果の高い33の施設照明を年次的にLED化

10年間のリースで
電気料は、8,690万円の削減！
CO2排出量は792ｔ-CO2の削減！



行政の取り組み（これまでの取り組み）

　公共施設への太陽光設備設置
　・南小学校（10KW）　・智恵文小中学校（10KW）
　・認定こども園あいあい（15KW）

　公共施設のZEB化
　名寄中学校をNearly ZEB基準で設計

　街路灯のLED化（R5～R7）
　未LED街路灯　1,045灯を年次的にLED灯に交換　※年間約3,000万円の電気料の削減効果



行政の取り組み（これまでの取り組み）

　地域新電力会社の設立検討
　→木質バイオマス発電を軸とした地域新電力会社を
　検討していたが、エネルギー価格の高騰などから設立に
　ついては一旦保留としている。
　引き続き、情勢を踏まえた事業検討を継続する。

　ゼロカーボン物流の構築
　→圏域物流の拠点化を目指しており、物流機材のエ　　
　ネルギーを再生可能エネルギーへ転換する実証実験を
　企業版ふるさと納税を活用して実施。
　民間事業者からも物流拠点化の要望があるため、継　
　続して検討する。



行政の取り組み（これからの取り組み）

　　委員の意見を踏まえた施策（案）
　①「Yoroca」を活用した消費データの見える化
　　電力・ガス・灯油購入データの提供に対してポイントを付与。
　　個人消費量のデータ蓄積と個人消費意識の見直しを図る。

【参考】下川町「しもりんエコポイント」



行政の取り組み（これからの取り組み）

　　委員の意見を踏まえた施策（案）
　②広報なよろでの情報発信
    広報なよろにおいて、連載記事として家庭で取り組める省エネ方法などの市民生活に結　　
　　び付くような情報を継続的に周知するとともに、各事業者での活動などを紹介し、市民の　　
　　意識醸成を図る。

←【参考】令和５年７月広報掲載記事
↑【出典】経済産業省資源エネルギー庁「無理のない省エネ節約」



行政の取り組み（これからの取り組み）

　J-クレジット制度の活用
　省エネ設備・再エネの導入や森林管理等による温室効果ガスの排出削減・吸収量をクレジット
として認証する制度（2013年度からスタート）。　森林・木材由来のJ-クレジットを創出。


